
都道府県別の認定率（高位・低位各5位、単位千人）

都道府県 認定者数 1号被保険者数 認定率
 和歌山 66 298 22.1％
 長　崎 89 403 22.0％
 島　根 46 222 20.9％
 愛　媛 87 419 20.8％
 徳　島 47 229 20.6％
全国平均 5,918 33,021 17.9％
 愛　知 269 1,738 15.5％
 静　岡 155 1,010 15.4％
 茨　城 113 761 14.8％
 千　葉 227 1,546 14.7％
 埼　玉 246 1,742 14.1％
2015年 3月末統計
認定率は1号被保険者に占める認定者数の割合

防
に
勝
る
医
療
は
な
い
。介
護
も「
予

防
」と「
重
度
化
防
止
」が
何
よ
り
の
対

策
だ
。し
か
し
、そ
の
取
り
組
み
を
進
め
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
に
ど
う
報
い
る
の
か
。

利
用
者
減
・

報
酬
減
の
矛
盾

　

介
護
予
防
を
県
ぐ
る
み
で
始
め
た
大
分
県

の
実
情
を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。県
全
体
の

要
介
護
認
定
率
は
2
0
1
1
年
度
末
で
全
国

平
均
よ
り
2
・
3
％
も
高
い
20
・
1
％
。そ
れ

が
最
近
は
平
均
に
近
い
18
・
3
％
に
落
ち
着

い
た
。特
に
熱
心
な
杵き

つ
き築

市（
人
口
3
万
人
余
、

高
齢
化
率
34
・
7
％
）は
17
・
3
％
ま
で
漕
ぎ

着
け
た（
下
表
参
照
）。

　

こ
の
4
年
間
で
何
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　

利
用
者
の「
買
い
物
に
行
き
た
い
」「
風
呂

に
一
人
で
入
り
た
い
」〜
、そ
れ
ぞ
れ
の
願
い

を
か
な
え
る
綿
密
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
と
実

行
、そ
の
た
め
関
係
職
種
す
べ
て
参
加
の
ケ

ア
会
議
の
開
催
、理
学
・
作
業
療
法
士
、言
語

聴
覚
士
、栄
養
士
、歯
科
衛
生
士
ら
を
総
動
員

し
リ
ハ
ビ
リ
、栄
養
改
善
、口
腔
ケ
ア
を
進
め

た
。高
齢
者
が
通
え
る「
ま
ち
か
ど
交
流
サ
ロ

ン
」等
も
開
設
し
た
。

　

杵
築
市
の
担
当
課
長
は
5
年
前
、予
防
の

先
進
地
・
埼
玉
県
和
光
市
を
視
察
時
の
衝
撃
を
、

こ
う
語
っ
た
。「
ど
う
し
て
自
立
支
援
が
出
来

る
の
か
?
」と
聞
い
た
ら
、女
性
職
員
が
即
座

に「
要
支
援
状
態
を
改
善
で
き
な
い
な
ん
て
、

利
用
者
に
申
し
訳
な
い
。職
員
と
し
て
恥
ず

か
し
い
」と
言
わ
れ
た
。ガ
ツ
ン
と
頭
を
殴
ら

れ
た
思
い
で
〜
。

　

予
防
重
視
の
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
た
が
、

大
分
市
の
作
業
療
法
士
は「
要
支
援
、要
介
護

度
が
軽
く
な
る
と
、介
護
報
酬
も
減
っ
て
」と

嘆
い
た
。確
か
に
介
護
保
険
に
は
成
功
報
酬

予
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「予防」重視に
どう報いるか

介護報酬改定



が
な
い
。要
支
援
者
の
自
立
や
要
介
護
度
の

改
善
は
、事
業
者
に
利
用
者
減
や
報
酬
減
を

も
た
ら
す
矛
盾
に
ぶ
つ
か
る
。

「
和
光
モ
デ
ル
」と

試
行
錯
誤
例

　

和
光
市（
人
口
約
8
万
人
、高
齢
化
率
16
・

4
％
）に
は
年
間
3
0
0
件
余
の
視
察
が
殺

到
す
る
。若
い
住
民
が
多
い
も
の
の
、要
介
護

認
定
率
9
・
4
％
と
全
国
平
均
よ
り
8
・
5
ポ

イ
ン
ト
も
低
い（
14
年
度
末
）。大
分
県
は
そ

の
理
念
と
実
践
を
学
び
、取
り
入
れ
た
。

　

自
立
者
が
増
え
、重
度
化
防
止
も
着
実
に

実
っ
た
。そ
れ
に
伴
う
報
酬
減
を
補
う
た
め
、

和
光
市
で
は
事
業
者
に
対
し
、空
き
教
室
活

用
の「
喫
茶
サ
ロ
ン
」、体
力
維
持
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、各
種
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
元
気

老
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
す
る
。同
時
に
、

要
支
援
者
ら
が
自
立
し
て
も
次
の
利
用
者
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
事
業
者
数
を
適
正
に
保

ち
、需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
て
い
る
。

　

介
護
予
防
の
成
果
で
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
は
独
自
事
業
の
上
乗
せ
3
0
0
円
を

含
み
月
額
4
2
2
8
円
、全
国
平
均
よ
り
約

1
3
0
0
円
安
い
。こ
の
健
全
財
政
を
活
用

し
、格
安
で
年
中
無
休
の
昼
・
夕
食
の
配
達
や

病
院
等
へ
の
送
迎
、独
自
の
住
宅
改
修
費（
最

高
50
万
円
上
乗
せ
）や
低
所
得
者
の
家
賃
助

成
な
ど
多
彩
な
事
業
を
展
開
す
る
。

　

陣
頭
指
揮
の
東と

う
な
い内

京
一
・
保
健
福
祉
部
長

は「
自
由
放
任
で
は
介
護
市
場
は
成
り
立
た

な
い
。行
政
の
適
正
な
規
制
が
不
可
欠
」と
い

う
。予
防
重
視
シ
ス
テ
ム
の
総
合
的
な
在
り

方
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

他
の
自
治
体
で
も
試
行
錯
誤
は
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

岡
山
市
は「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
改
善
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
事
業
」を
始
め
、ス
タ
ッ
フ
の
外
部

研
修
参
加
率
、認
知
症
高
齢
者
の
受
け
入
れ

人
数
、医
療
機
関
と
の
連
携
等
の
指
標
を
設
け
、

医
療
で
使
う「
日
常
生
活
機
能
評
価
」で
成
果

を
測
定
す
る
。優
秀
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
は
公
表
さ
れ
、10
万
円
の
奨
励
金
を
も
ら

え
る
。東
京
都
品
川
区
で
は
施
設
を
対
象
に

入
所
者
の
要
介
護
度
の
改
善
に
少
額
な
が
ら

報
奨
金
を
出
し
て
い
る
。

創
設
以
来
の
難
問
を

ど
う
解
く

　

岡
山
市
、東
京
品
川
区
、神
奈
川
県
川
崎
市
、

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

福
井
県
等
は「
介
護
サ
ー
ビ
ス
質
の
評
価
先

行
自
治
体
協
議
会
」を
結
成
し
、要
介
護
状
態

の
改
善
に
対
し
、報
酬
加
算
の
創
設
を
厚
労

省
に
申
し
入
れ
た
。

　

安
倍
首
相
も
未
来
投
資
会
議（
11
月
10
日
）

で「
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
開
発
・

導
入
し
、介
護
職
の
負
担
を
軽
減
、そ
の
努
力

や
能
力
を
生
か
し
要
介
護
度
が
下
が
っ
て
い

く
達
成
感
を
共
に
味
わ
う
」な
ど
と
語
っ
た
。

こ
の
発
言
に
関
連
し
、次
期
報
酬
改
定
で「
要

介
護
度
を
改
善
さ
せ
た
事
業
所
の
報
酬
を
引

き
上
げ
、自
立
支
援
に
消
極
的
な
事
業
所
の

報
酬
を
減
ら
す
こ
と
も
検
討
」（
日
経
）と
の

報
道
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、単
純
な
成
功
報
酬
で
は
、事
業
所

が
改
善
可
能
性
の
高
い
利
用
者
を
選
ぶ
弊
害

を
も
た
ら
す
。在
宅
分
野
で
は
、ど
の
事
業
所
、

ど
の
専
門
職
が
要
支
援
・
要
介
護
の
改
善
に

ど
の
程
度
ず
つ
貢
献
し
た
か
、判
定
は
極
め

て
難
し
い
。そ
ん
な
制
度
創
設
時
以
来
の
難

問
が
待
ち
受
け
る
の
も
現
実
だ
。
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